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第３章 計画の基本的な考え方 
本市では、草津市が目指す「子育てしやすい市」の姿として「基本理念」を、この基本理念

の下で育む子ども像を『草津市の目指す子ども 「草津っ子」』として掲げます。この２つの

将来像を両輪として、本市の子育て環境の充実を推進し、子どもの育ちを支えます。 

 

１ 基本理念（案） 

子どもは、社会の希望であり、未来をつくる、かけがえのない存在です。 

本市に生まれ、育つ子どもたちが誇りをもって、心豊かな人生を送ってほしい。そのた

めに、一人ひとりの大切な命、子どもたちの人権を尊重し、子どもたちの育ちを見守る中

で、たくさんの人々が子どもたちや、子育てをする人々に関わり、どの子も、どの子育て

家庭も安心して地域の人々とともに暮らしていける環境をつくっていきたいと考えていま

す。 

本市には、本陣をはじめとした歴史的資源や、湖岸や川辺、美しい田畑、あおばななど

の特色ある産物、企業の集積、市民発信の活動など、多様な資源があります。また、京阪神

の通勤圏内であることから、転入転出などの人口移動も多く、新たな市民も増え、人口の

増加が続いていますが、０～５歳児の人口は減少局面に入っており、今後は、少子高齢化

が進んでいくと予想されます。 

草津の自然環境を活かし、子どもたちに多くの出会いや体験機会を提供することや地域

とともに子育てを支え、安心して子どもを産み育てる環境を整備する等、すべての子ども

が健やかに成長できる社会を実現していきたいと考えています。 

家庭をはじめ、地域、認定こども園、幼稚園および保育所（園）や学校、企業、市など多

様な主体が連携し、協働することで、子どもと大人がともに育ちあい、笑顔輝くまち草津

を目指して、取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本理念 

子どもの人権が尊重され、子どもと大人がともに育ちあい、笑顔輝くまち草津 
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心豊かでたくましく生き、未来をつくる草津の子ども

いのちを

大切にし、育む

子ども

（健康・体力）

よく考え、

主体的に行動する

子ども

（学び）

人と

豊かに関わる

子ども

（豊かな人間性）

生まれ育った

地域に愛着をもつ

子ども

（地域）

様々な経験を通して

学び、深い関わりと、

ひとつひとつの人と

のつながりを大切に

できる子どもを育て

ます。

自然や歴史、文化な

ど自分の育った地域

に関心をもち、大人

になってからも郷土

への思いを大切にす

る子どもを育てます｡

目指す子どもの姿 「草津っ子」

自分や周りの人、生

物のいのちの大切さ

を理解し、守り育む

ことのできる子ども

を育てます。

いろいろな事柄に興

味をもち、自分で考

え、目標に向かって

積極的に行動できる

子どもを育てます。

２ 草津市の目指す子ども 「草津っ子」 

 

乳幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎が培われる大切な時期であり、その時期の教

育・保育は人間としての生き方に大きく影響することから重要です。乳幼児は生活や遊びと

いった直接的・具体的な体験を通して、情緒的・知的な発達、あるいは社会性を養い、人間

として社会の一員として、よりよく生きるための基礎を獲得していきます。 

この時期のすべての子どもたちが、かけがえのない存在として尊重され、安全で情緒の安

定した生活ができる環境を整え、自己を十分に発揮しながら活動できるようにするために

は、保育所（園）や幼稚園等の教育・保育機能を高めることが重要になります。 

保育所（園）・幼稚園・認定こども園は、草津市の子どもの現状と課題を共有し、家庭や

地域社会との連携、さらには小学校との十分な連携も視野に入れて、すべての子どもの健や

かな育ちを保障していかなければなりません。草津市の目指す子ども像を実現するための基

盤として、生涯にわたって必要とされる生きる力の基礎を培い、「心豊かでたくましく生き

る子どもの育成」を推進します。 
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地域

草津市
子ども・子育て支援事業計画

子どもの幸せ・
成長を育む視点

親の子育て力
を高める視点

社会全体で
子ども・子育てを
支える視点

草津市の特性を
活かしながら
取り組む視点

基本理念

市

認定こども園・
幼稚園および保育所

と学校

企業

ＮＰＯや
市民活動団体家庭

草津っ子

保護者

３ 計画推進にあたっての視点 

（１） 

子どもの幸

せ・成長を育

む視点 

子どもの人権と個性を大切にし、一人ひとりの子どもの最善の利益が実現さ

れ、健やかな成長とその生活が保障されることを第一に考え、子どもの視点に立

った子ども・子育て支援施策を展開する必要があります。 

また、育った家庭環境によって子どもの現在と将来が制限されることなく、子

どもの幸せと成長を育むための支援に取り組むことが求められます。 

（２） 

親の子育て力

を高める視点 

子育ての第一義的責任は、保護者が有するという基本認識のもと、保護者が子ど

もときちんと向き合いながら、親子の信頼関係を形成し、子育てや子どもの成長に

喜びや楽しさを見出すことができるよう、また、子ども自身は周りの人に愛されて

いる、見守られているという気持ちがもてるよう、家庭・保護者の子育て力を向上

させることが求められます。 

（３） 

社会全体で子

ども・子育て

を支える視点 

子育ては家庭だけの問題ではなく、子どもの健やかな成長を社会全体で支え、見守

ることが重要です。そのため、市民や地域、企業、関係団体、市などの多様な主体

が連携・協力し、仕事と家庭の両立や様々な地域活動を通したに取り組む必要があ

ります。 

（４） 

草津市の特性を

活かしながら取

り組む視点 

人口やまち全体の動向を踏まえながら、本市の豊かな自然環境と歴史・文化、総

合大学の立地、産業集積の状況といったまちの特性を活かした取組を進めるとと

もに、子どもたちが生まれ育った地域へ愛着をいだき、未来を創る草津の子どもと

して羽ばたけるよう、子ども・子育て支援事業を展開することが求められます。 

 

■草津っ子と基本理念の関係 
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４ 基本目標 

目標１ 子どもたちがたくましく育つことのできる環境づくり 

質の高い教育・保育の充実に向け、就学前の教育と保育の一体的な提供と、教育・保

育人材の確保・育成を推進します。 

また、子どもの発達と学びの連続性を踏まえ、就学前教育と小学校教育の円滑な接続

を進め、子どもの育ちを支えます。 

 

目標２ 子どもの権利と安全を守る仕組みづくり 

子どもの虐待を防止し、子どもの権利を守る取組を推進します。 

また、障害のある子どもや外国につながる子どもなど、援助を要する子どもと家庭へ

の支援を充実し、全ての子どもの健やかな成長を支えます。 

さらに、子どもたちが地域で安心・安全に生活できるよう見守り体制や生活環境の整

備を推進します。 

加えて、貧困の家庭については、子どもの現在及び未来が生まれ育った環境によって

左右されることのないよう、地域の大人と信頼関係を築き社会性を育むための子どもへ

の支援と自立に向けた保護者への支援を推進します。 

 

目標３ 心身ともに健やかな育ちを支援する仕組みづくり 

子育て家族と子どもが健康的に生活できるよう、妊娠期からの精神的、経済的な支援

を行います。 

また、子どもが心身ともに健全に成長できるよう、健康の維持促進や体力向上に努め、

不登校や引きこもり等の心の問題に対応する関係機関との連携を強化し、取組を推進し

ます。 

 

目標４ 子育ての喜びや悩みを分かち合える環境づくり 

子育ての孤立を防ぐため、親子が集い、不安や悩みを地域で相談できる場所の充実を

図ります。また、ひとり親世帯への支援については、地域の大人と信頼関係を築き社会

性を育むための子どもへの支援を推進します。 

 

目標５ 社会全体で子育てを支援する環境づくり 

地域と共に実施する「地域協働合校」など様々な体験機会を通して、歴史や文化、科

学、環境について学ぶ環境をつくります。 

仕事と子育ての両立をサポートするため、様々なニーズに合わせた保育サービスを充

実させます。子育て家庭への職場の理解を深めるため、企業への働きかけを推進します。 
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５ 施策の体系 

 


